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【定期総会】
当工業会の第41回定期総会が5月16日（金）

ロイヤルホールヨコハマ4階「エリゼの間」で開
催されました。
総会は定刻の午後2時に山根理事の司会によ

り、出席者が定足数を満たし総会が成立するこ
との報告があり、清水副会長の開会の辞により
開会しました。
議事に先立ち、川本会長は挨拶の中で、昨年

の40周年記念諸事業に対する会員各位の協力に
感謝の言葉を述べられた後、「まず、景況感の話
をしなくてはならないと思いますが、皆様方が
今年の各新年会の主催者の挨拶の中で、多々耳
にされたのが、先行きの不透明感であるとか、
先の読みにくいというような言葉だったと思い
ます。それが、新年度に入ってどのような状況
になっているかと申しますと、金融、経済は全
く混迷を極めていますし、更に火に油を注ぐご
とく政局の不安定度、また最近では、私も非常
に憂いておりますが、ミャンマーのサイクロン、
中国四川省における大地震、こういった天変地
異というか、災害が起こっています。そして、
つい先だって北海道支部長の池田さんと電話で
話をしましたが、北海道の網走では、5月1日が
30.9度で真夏日を記録し、それから1週間後の5
月7日には1.9度まで下がってしまい、農作物に

どれだけ甚大な被害が出たか分からないという
ような話をしていました。そういった異常気象、
これもまさに環境問題の一つといってもいいで
しょう。このように我々の業界を取り巻く環境
は、不確定な、不安定な状況に今あるのが現実
であります。このような話をしていますといく
ら時間があっても足りませんので、この辺にし
ておきますが、そういった中で、私どもの業界
としては、ある意味では、こういった時期だか
らこそ、これは皆様方に従前より折に触れ申し
上げてきておりますが、今まで、本当に真摯に
額に汗して社会資本の整備を通じて、地域に社
会に貢献してきた産業として、また団体として、
ある意味では企業として、その自信と誇りを是
非とも持ち続けなければならないと思います。
また業界として、社会的責任を意識した行動を
皆様方と一致団結して取っていかなければなら
ないと強く感じております」と述べられ、続け
て「そのためにも、各会員企業のより一層の経
営体質の強化を業界としても目指していき、そ
ういった中で、品質の確保と適正価格での受注
を常に心がけていかなければならないと強く感
じております。そして、また、何かあった時に
は、業界として、スピード感を持った対応を行
財政等にしていかなければならないと強く感じ

第41回定期総会

川本会長　挨拶
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ております」と述べられ、さらに続けて「新年
の挨拶でも申し上げましたが、CO2の排出削減
等世界の喫緊の課題である環境保全問題に一番
近い所にいる産業界として、社会に地域に貢献
していく使命が私どもにはあるというふうに自
負をしております。本年度の事業計画の中にも
ありますが、社会と地域への啓蒙活動を意識し
た環境保全活動への取り組みを通して、私ども
は、社会的認知をより一層高めていく必要があ
ると感じております。業界としては、やはり確
固たる地位を確立しなければいけませんし、ま
さにそういった意味では、そのような地位を確
立する良いチャンスだと思うところであります。
言い方を変えれば、業界というよりも、企業と
してのビジネスチャンスといったものが、その
中に含まれていると認識しています」と述べら
れ、最後に「私どもは、やはりそういった意味
で、今まで培ってきた自信と誇りを忘れること
なく、新年の式典でも申し上げましたが、凛と
して行動し、そしていろいろな変革に対しても、
主体的に積極的に行動して、一歩一歩きちんと
した足跡をこれからも業界として、そしてまた、
企業としても残していかなければならないと思
います。この1年間、引き続き皆様方からの絶大
なるご支援と工業会に対するご協力をお願いす
るとともに、本日ご出席の皆様方企業のますま
すのご隆盛を心よりご祈念申し上げます」との
挨拶がありました。
次に議事に入り、議長に当工業会会長である

川本工業㈱の川本社長を選出し、以下の議案に
ついて各担当役員から提案理由等の説明があり、
逐次審議の結果、全議案が満場一致で可決承認
されました。
議事
第1号議案　平成19年度事業報告について
第2号議案　平成19年度決算報告及び監査報告に

ついて
第3号議案　平成20年度事業計画案について
第4号議案　平成20年度入会金及び会費分担額案

について
第5号議案　平成20年度収支予算案について
第6号議案　総会議決文書中監督官庁の指示によ

る字句の修正に関する付帯決議案に
ついて

第7号議案　役員の補充選出について

役員の補充選出については、現理事3名の辞任
に伴い、新たに理事3名を選出しました。（※新
任の理事については、後頁の「新役員紹介」で、
プロフィールをご紹介させていただきました。）
その後、補充役員選出後の第1回理事会を開催

し、新任の副会長に高砂熱学工業㈱横浜支店の
中村章支店長、専務理事に当工業会の大橋康弘
事務局長を選出しました。
この後、総会会場において、新任の副会長と

専務理事が発表されました。
以上をもってすべての議事を終了し、中村副

会長の閉会の辞により閉会しました。

なお、総会に先立ち、前回の総会以降、当工
業会に入会された次の新会員の方が、出席者に
紹介されました。
東都熱工業株式会社　代表取締役　林田　武 氏

【表彰式】
総会に引続いて、同会場で、鈴木理事の司会

により、表彰式が行われ、各受彰者に川本会長
から賞状と記念品が贈られました。また、次に
公立工科・工業高校現場実習受入れの教育指導
者に対する記念品の贈呈と平成19年度の研修見
学会並びに技術研修見学会協力事業所に対する
感謝状の贈呈が行われました。
この後、川本会長から各受彰者の方々に対し

て、祝辞とお礼の言葉があり、最後に受彰者を
代表して、ダイダン㈱の山中康宏氏から「本日
は私どもに対しまして過大な表彰をいただきま
して、大変ありがとうございました。今後は、
この栄えある受彰の感激を忘れることなく、誠
心誠意、一層の精進をしてまいります」との謝
辞が述べられました。

【懇親会】
定期総会・表彰式等終了後、3階「セレナーデ

の間」で、渡辺理事の司会により懇親会が行わ
れ、川本会長の開会挨拶の後、顧問の菅義偉衆
議院議員からの祝電披露と関貞彦元横浜市会議
員からの祝辞に続き、大須賀相談役の乾杯の発
声で祝宴に移り、正会員、賛助会員等150余名の
出席者が懇親を深め、中村副会長の閉会挨拶を
もってお開きとなりました。
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〔特別功労者表彰〕（役員）

〔特別功労者表彰〕（小委員会委員）

〔会員表彰〕

〔会員事業所従業員表彰〕

〔記念品贈呈〕（公立工科・工業高校現場実習生
受入れに対する教育指導者）

〔感謝状贈呈〕

（平成19年度「研修見学会」協力事業所）

（平成19年度「技術研修見学会」協力事業所）

渡辺　　勉

大場　祥光

金子　繁夫

秋葉　哲仁

大野　孝之

清水　修二

鈴木　要文

本間　敏之

清水　裕司

遠藤　章広

大谷　康夫

山中　康宏

渡辺工業株式会社

日宝工業株式会社

株式会社金子工業所

川本工業株式会社

〃

〃

〃

〃

株 式 会 社 光 電 社

〃

第一設備工業株式会社

ダイダン株式会社

服部　勝則
金田　育男
谷藤　周孝
北川　昭道
里見　相紀
溝本　晴夫
山中　康宏
吉田　忠史
波多　雄次
長島　達見
小林　昌人
所　　敏明
小宮　　均
豊田　和紀
古谷　和正
囲　　末太
松広　達朗
山口　雄策
柳川　文彦

福島　　正

山村　　康

川本工業株式会社
〃
〃
〃
〃

ダイダン株式会社
〃
〃
〃
〃
〃

三沢電機株式会社
〃
〃

山本電気水道株式会社
〃
〃
〃
〃

三菱電機株式会社

JFEスチール株式会社

渡辺工業㈱　渡辺　勉氏

第一設備工業㈱　大谷　康夫氏

ダイダン㈱　山中　康宏氏

日宝工業㈱　大場　祥光氏

㈱金子工業所　金子　繁夫氏
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平成20年度補充役員及び新任副会長等選出

平成20年5月16日（金）開催の第41回定期総会にお
いて、平成20年度の補充役員3名が選出され、ま
た、同日、補充役員選出後の第1回理事会におい
て、新任の副会長、専務理事各1名が選出されま
した。選出後の新役員の方々は次のとおりです。

会　長　　川本　守彦　　川 本 工 業 ㈱

副会長　　清水　利治　　㈱ミノル設備工業

〃　　　山本　正寿　　山本電気水道㈱

〃　　　中村　　章　　高砂熱学工業㈱

専務理事　大橋　康弘 神奈川県空調衛生工業会

理　事　　佐藤　正彦　　正 和 工 業 ㈱

〃　　　山根　博正　　山 羽 工 業 ㈱

〃　　　渡辺　　勉　　渡 辺 工 業 ㈱

〃　　　築地　正明　　㈱ 光 電 社

〃　　　東軒　嘉臣　　熱研プラント工業㈱

〃　　　小堀　　創　　興 和 工 業 ㈱

〃　　　有井　　清　　㈱ ヨ コ レ イ

理　事　　大内　俊英　　文 化 興 業 ㈱

〃　　　鈴木　　守　　日 宝 工 業 ㈱

〃　　　中村　憲一　　新菱冷熱工業㈱

〃　　　三澤　　隆　　三 沢 電 機 ㈱

〃　　　関　　眞竹　　東 洋 熱 工 業 ㈱

〃　　　松竹　　眞　　㈱ 朝 日 工 業 社

〃　　　山本　和夫　　須 賀 工 業 ㈱

〃　　　堤　　充永　　三 機 工 業 ㈱

〃　　　小畑　　徹　　ダ イ ダ ン ㈱

監　事　　妹尾　義孝　　興 信 工 業 ㈱

〃　　　小菅　政義　　㈱ 太 陽 設 備

〃　　　奥津　　勉　　公認会計士・税理士
奥 津 勉 事 務 所

相談役　　大須賀　洋　　㈱ 光 電 社

〃　　　五十嵐一喜　　日 宝 工 業 ㈱

〃　　　堀口　春雄　　東 海 氣 熱 ㈱
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平成19年度第3回経営幹部研修会
「経営事項審査の改正とその対応」で講演

研修委員会

平成19年度の第3回経営幹部研修会が平成20
年2月26日（火）午後2時からホテル横浜ガーデンに
おいて開催されました。
今回の研修会は、会員企業の経営に資するた

め、㈱建設経営サービス建設経営研究所主任コ
ンサルタント畠山徹氏を講師に招いて講演が行
われ、（社）神奈川県電業協会からの参加も得て、
54名が受講しました。
開講に先立ち、川本会長から主催者を代表し

て本研修会の意義等について挨拶があり、続い
て畠山講師よりテキストに基づく講演が行われ
ました。
なお、本研修会は、横浜市の建設関連産業活

性化支援事業に伴うアドバイザー派遣制度要綱
第5条第4項の規程に基づくアドバイザー派遣事
業に指定されています。

講　演
テーマ
経営事項審査の改正とその対応
～平成20年度春の抜本改正への対応～

講　師　㈱建設経営サービス建設経営研究所
主任コンサルタント　畠山　　徹　氏

内　容（概要）
平成20年4月から改正される経営事項審査に

ついては、その大枠が発表されていますが、

改正内容を早期に把握して対応することが必
要です。
本研修では、現行経審と改正経審の内容を

比較して改正案の目指すところ、中小建設業
への経営に与える影響、そして、対応の方向
を示すとともに、現在、取り組むべきポイン
トを総合的に解説しました。

（主な項目）
1 改正経審のポイント
①経審の目指す企業像
②各審査項目別改正内容

2 中小建設業経営へ与える影響
3 新経審への対応の方向
① 押さえておきたい対応項目
② 短期的視点での対応
③ 中・長期的視点での対応

4 今すぐ取り組むべき対応策

川本会長　挨拶

畠山　徹 講師
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技術委員会主催の平成19年度技術研修見学会
が平成19年1月24日（木）に川崎市扇島のJFEスチー
ル㈱東日本製鉄所で実施されました。参加者は
会員14社17名でした。
JFEスチール㈱東日本製鉄所は海上に浮かぶ巨

大な人工島扇島（東京ドーム120個分相当）に建
造され原料の受け入れから出荷まで一直線に配
備された合理的なレイアウトと最新鋭設備が設
置され、優れた鉄鋼製品を製造しています。
また人と環境に優しい環境対策（植樹、燃焼

ガスリサイクル、冷却水95％再利用）による緑
あふれる21世紀の＜エコ製鉄所＞としてモデル
となっています。

見学は始めにビデオによる敷地全体の説明及
び製造プロセスの説明があり、その後工場内を
見学しました。
見学ルートは敷地全体が広大な為それぞれの

工場へはバスでの移動となりました。
まず原料の受け入れ場所から製銑用高炉そし

て製鋼工場さらに熱間圧延、厚板圧延工場最後
に製品の搬出場所と約2時間の見学となりまし
た。参加者は工場の案内及び説明された方の話
を興味を持って聞きながら時折質問をするなど、
充実した見学会となりました。
最後に、今回の技術研修見学会にご協力をい

ただいたJFEスチール㈱東日本製鉄所の方々にお
礼を申し上げ、散会となりました。

（技術委員会 S・K記）

平成19年度技術研修見学会
～JFEスチール㈱東日本製鉄所（京浜地区）～

技術委員会
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安全委員会では、第2回石綿取扱い作業従事者
特別教育講習会を、平成20年2月19日（火）に万国
橋会議センターで40名（8社）の受講者を対象に
開催いたしました。
開講に先立ち、門池安全委員会委員長より挨

拶のあと、加藤講師より最近の災害事例、注意
点、対応等について講義が行われました。午前
は石綿の有害性、石綿の使用状況、石綿等の粉
じんの発散を抑制するための措置について講義
が行われ、昼食・休憩をはさみ、午後は保護具
の使用方法、その他石綿等のばく露の防止に関
し必要な事項についてに講義が行われました。

講義終了後、当日受講した内容を再確認
するうえで受講者全員が石綿取扱い作業に
関する簡単な筆記試験に取り組み、閉講挨
拶のあと、午前と午後の講義をすべて受講
した受講者に対して「特別教育修了証」が
交付され、当日の講習会を終了しました。
なお本講習会には、特別教育用テキスト

「建築物の解体・改修工事等における石綿
障害の予防」、「建築物の解体等に伴う有害
物質等の適切な取扱い」と、特別教育用ビ
デオ「見えない侵入者への危険予知－アス
ベスト・粉じん対策－」、「石綿含有建築物
の解体・改修工事」が使用されました。

第2回石綿取扱い作業従事者特別教育講習会
安全委員会

門池安全委員会委員長　挨拶 加藤　久貴講師

・川本工業株式会社安全品質管理室副室長

・職長・安全衛生責任者教育講師
（リスクアセスメント研修）

・石綿取扱い作業従事者特別教育講師

＜加藤
かとう

久貴
ひさ き

講師のご紹介＞



（社）日本空調衛生工事業協会は5月28日（水）東
京の「帝国ホテル」で創立70周年記念・第60回
通常総会を開催し、19年度事業報告・会計決算
報告、20年度事業計画案･収支予算案などを審議
するとともに、20年度業界実践スローガン（別
記）を決議しました。
次いで、第33期（平成19・20年度）役員の補

欠選任が行われました。
なお、当工業会からは、川本会長、清水･山

本・中村副会長ほか役員6名が出席しました。

平成20年度　業界実践スローガン決議

われわれ空調衛生工事業は、快適空間の創出
と地球環境の保全を担う産業としての誇りを持
ち、優れた技術と品質の確保及び「顧客満足度
の向上」を最大の目的として、市場環境変化に
対応する経営改革に取り組むとともに、一致団
結して次のスローガンの実践にあたろう。

1．法令の遵守と企業の社会的責任を果たす事
業運営を徹底しよう

1．地球環境の保全、省エネルギー等に積極的
に取り組み、低炭素社会づくりに努めよう

1．空調衛生設備の重要性と「直接発注（分離
発注）」を強くアピールし、「機械設備一式
工事」の実現を目指そう

1．適正価格での受注を推進し、品質・安全と
適正な施工体制の確保に努めよう

1．未来を担う技術者・技能者の確保育成と業
界の地位向上に努めよう

以上決議する。

平成20年5月28日
社団法人　日本空調衛生工事業協会
第 60  回　通 　 常 　 総 　 会
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（社）日本空調衛生工事業協会
創立70周年記念・第60回通常総会
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2 月定例理事会
平成20年2月8日（金）午後2時から第426回定例理

事会が開催されました。
その議事事項の要旨は次のとおりです。
1 ．平成20年度事業方針並びに予算編成方針に
ついて
松本副会長兼総務委員会委員長から、 専

務理事に対して、平成20年度事業方針（案）並
びに予算編成方針（案）について資料説明が求
められ、専務理事が資料により説明を行い、
原案のとおり承認されました。
2 ．第41回定期総会までのスケジュールについて
松本副会長から、 専務理事に対して、第

41回定期総会までのスケジュール（案）につい
て資料説明が求められ、専務理事が資料によ
り説明を行い、協議の結果、原案のとおり進
めることで承認されました。
3 ．平成21年新年賀詞交換会について
松本副会長から、当工業会の平成21年新年賀

詞交換会は、他の友誼団体の予定と重ならない
平成21年1月16日（金）午前11時から、ホテル･ニュ
ーグランドで開催することとしたい旨の発言が
あり、承認されました。

3 月定例理事会
平成20年3月14日（金）午後2時から第427回定例

理事会が開催されました。
その議事事項の要旨は次のとおりです。
1 ．予備費の振替について
松本副会長兼総務委員会委員長から、 専

務理事に対して、予備費の振替について資料
説明が求められ、専務理事が資料に基づき、
予備費から修繕費への予算科目間の振替につ
いて説明を行い、了承されました。
2 ．平成19年度収支決算見込みについて
松本副会長から、 専務理事に対して、平

成19年度収支決算見込みについて資料説明が
求められ、専務理事が資料により説明を行い、
了承されました。

3 ．平成20年度各委員会事業計画（案）について
松本副会長から、 専務理事に対して、平

成20年度各委員会事業計画（案）について資料
説明が求められ、専務理事が資料により説明
を行った後、各委員会委員長から補足説明が
あり、原案のとおり承認されました。
4 ．事務局長の人事について
松本副会長から、 専務理事に対して、本

件についての説明が求められ、専務理事が神
奈川県から人材情報の提供を受けた事務局長
の後任候補者について説明を行い、協議の結
果、本件については会長に一任することで承
認されました。

4 月定例理事会
平成20年4月11日（金）午後2時から第428回定例

理事会が開催されました。
その議事事項の要旨は次のとおりです。
1 ．第41回定期総会提出議案について
松本副会長兼総務委員会委員長から､ 専務

理事に対して､第41回定期総会議案書案につい
て資料説明が求められ、専務理事が資料によ
り説明を行い、審議の結果、承認されました。
2 ．第41回定期総会等の運営について
松本副会長から、 専務理事に対して、第

41回定期総会等の運営について資料説明が求
められ、専務理事が資料により説明を行い､了
承されました。
3 ．日空衛通常総会の出席者について
松本副会長から、平成20年5月28日（木）午後3

時から帝国ホテルで開催される日空衛通常総
会に、出席予定者として、あらかじめ会長か
ら指名のあった、正副会長、各委員長、専務
理事の出席をお願いしたい旨の発言があり、
了承されました。

5 月定例理事会
平成20年5月16日（金）午後1時20分から第429回

定例理事会が開催されました。

定例理事会議事報告（2月・3月・4月・5月・6月）
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その議事事項の要旨は次のとおりです。
1 ．第41回定期総会等の運営（確認）について
松本副会長兼総務委員会委員長から、資料

により、第41回定期総会等の運営について確
認があり、了承されました。
2 ．補充役員候補者及び会の執行体制について
川本会長から、現理事3名の辞任に伴う補充役

員候補者及び会の執行体制（案）について提案が
あり、出席者全員がこれを承認しました。

補充役員選出後の第1回理事会
平成20年5月16日（金）午後3時07分から第430回

理事会が開催されました。
その議事事項の要旨は次のとおりです。
1 ．新任副会長、専務理事各1名の選出について
議長の鈴木理事から提案することについて承

認を得た後、議長から次のとおり提案した結果、
提案のとおり決定しました。
提案内容
副 会 長　中村　　章　高砂熱学工業株式会社
専務理事　大橋　康弘　社団法人神奈川県空調衛生工業会

●理　　事（21名）

●委 員 会

●監　　事（3名）

●相 談 役（3名）

会 　 長
副 会 長
副 会 長
副 会 長
専務理事
委員会担当理事

川 本 守 彦
清 水 利 治
山 本 正 寿
中 村 　 章
大 橋 康 弘
理事（各委員会正副委員長）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

＜特命事項＞

＜企画政策・研修・渉外担当＞

＜総務・財務・情報・技術・安全担当＞

＜兼事務局長＞

6月定例理事会
平成20年6月20日（金）午後2時から第431回理事

会が開催されました。
その議事事項の要旨は次のとおりです。
1 ．平成21年度「国」・「県」・「横浜市」への予
算要望書について
中村副会長兼総務委員会委員長から、大橋

専務理事に対して、平成21年度「国」・「県」・
「横浜市」への予算要望書について資料説明が
求められ、専務理事が資料により説明を行い、
協議の結果、了承されました。
2 ．公立工業高校現場実習生の受入れについて
渡辺渉外委員会委員長から、資料により、

本年度は県立藤沢工科高等学校総合技術科第2
学年約25名の実習生を会員企業4社が受入れに
協力したい旨の説明があり、了承されました。
3 ．行事日程について
中村副会長から、7月定例理事会、来年の定

期総会の日程等について説明があり、了承さ
れました。

会の執行体制

川 本 工 業 ㈱

㈱ミノル設備工業

山本電気水道㈱

高砂熱学工業㈱

（社） 神 空 衛

妹 尾 義 孝
小 菅 政 義
奥 津 　 勉

大須賀　　　洋
五十嵐　一　喜
堀　口　春　雄

（ ）

（ ）

（
）

（ ）

（ ）

（ ）

興 信 工 業 ㈱

㈱ 太 陽 設 備

公 認 会 計 士 ・
税理士奥津勉事務所

㈱ 光 電 社

日 宝 工 業 ㈱

東 海 氣 熱 ㈱

委員会名
総　　務
財　　務
企画政策
研　　修
渉　　外
情　　報
技　　術
安　　全

委員長（理事）
（兼）中村　章（高砂熱学工業㈱）
築地正明（㈱ 光 電 社）

（兼）山本正寿（山本電気水道㈱）
鈴木　守（日宝工業 ㈱）
渡辺　勉（渡辺工業 ㈱）
佐藤正彦（正和工業 ㈱）
大内俊英（文化興業 ㈱）
堤　充永（三機工業 ㈱）

山根博正（山 羽 工 業 ㈱）

三澤　隆（三 沢 電 機 ㈱）

有井　清（㈱ ヨ コ レ イ）

東軒嘉臣（熱研プラント工業㈱）
中村憲一（新菱冷熱工業㈱）
松竹　眞（㈱ 朝 日 工 業 社）
小堀　創（興 和 工 業 ㈱）

副委員長（理事）
山本和夫（須 賀 工 業 ㈱）

小畑　徹（ダ イ ダ ン ㈱）

関　眞竹（東 洋 熱 工 業 ㈱）

副委員長（理事外）

古屋重行（川 本 工 業 ㈱）

奥田真三（新菱冷熱工業㈱）
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どどどどううううぞぞぞぞよよよよろろろろししししくくくくおおおお願願願願いいいいししししまままますすすす
理　事　小畑　　徹

ダイダン株式会社
昭和39年6月7日生まれ
法政大学法学部卒業
平成20年4月横浜支店長
趣味　野球、釣り

理　事　堤　　充永

三機工業株式会社
昭和24年10月12日生まれ
岡山大学工学部卒業
平成19年6月横浜支店長
趣味　野球、ゴルフ、旅行

（五十音順）

新 役 員 紹 介

理　事　大橋　康弘

（社）神奈川県空調衛生工業会
昭和22年4月12日生まれ
中央大学経済学部卒業
平成20年5月事務局長
趣味　ウォーキング

◎平成20年度前期ゴルフ大会
渉外委員会主催の平成

20年度前期ゴルフ大会が、
平成20年5月22日（木）に横
浜カントリークラブにお
いて40名が参加して行わ
れました。上位入賞者は
次のとおりです。

優　　勝　　中村　　章〔高砂熱学工業㈱〕
準 優 勝　　築地　正明〔㈱ 光 電 社〕
ベストグロス賞 東軒　嘉臣〔熱研プラント工業㈱〕

◎平成19年度麻雀大会
渉外委員会主催の平成

19年度麻雀大会が、平成
20年2月22日（金）に麻雀荘
「紫」において16名が参
加して行われました。成
績は次のとおりです。

優　　勝　　大久保　勉〔斎 久 工 業 ㈱〕
準 優 勝　　亀卦川善治〔相模設備工業㈱〕

◎平成19年度後期ボウリング大会
渉外委員会主催の平成

19年度後期ボウリング大
会が、平成20年3月4日（火）
に若葉ハイランドレーン
において22名が参加して
行われました。上位入賞
者は次のとおりです。

優　　勝　　平野　義隆〔文 化 興 業 ㈱〕
準 優 勝　　小松　信幸〔㈱ 小 松 工 業〕
ハイゲーム賞 平野　義隆〔文 化 興 業 ㈱〕

優 勝　大久保　勉氏
〔斎久工業㈱〕

優 勝　中村　章氏
〔高砂熱学工業㈱〕

優 勝　平野　義隆氏
〔文化興業㈱〕

平成20年度「前期ゴルフ大会」参加者の皆様

親 睦 会 報 告
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◎代表者変更
・東海氣熱株式会社（変更日平成20年6月）
新　代表取締役社長　堀口　　誠
旧　代表取締役社長　堀口　春雄

◎事業所責任者変更
・三建設備工業株式会社（変更日平成20年4月）
新　横浜支店長　氣谷　敦雄
旧　横浜支店長　足立　英信

・ダイダン株式会社（変更日平成20年4月）
新　横浜支店長　小畑　　徹
旧　横浜支店長　松本　　始

◎事業所責任者・所在地変更
・株式会社日　設（変更日平成20年4月）
事業所責任者
新　横浜営業所長　田中　貫造
旧　横浜営業所長　河野　國男

所在地
新　〒231-0013
横浜市中区住吉町3－29（関内住吉ビル7階）

旧　〒231-0015
横浜市中区尾上町4－47（リスト関内ビル5階）

◎所在地変更
・株式会社根布工業（変更日平成20年2月）
新　〒254-0061

平塚市御殿 2－14－26
旧　〒254-0061

平塚市御殿 2－12－8

会 員 消 息

◎社名変更
・テラル株式会社　東京支店　横浜営業所（変更日平成20年4月）
新　テラル株式会社　東京支店　横浜営業所
旧　株式会社テラルキョクトウ 東京支店 横浜営業所

◎社名・代表者変更
・東芝キヤリヤ株式会社　神奈川支店（変更日平成20年4月）
社名
新　東芝キヤリヤ株式会社　神奈川支店
旧　東芝キヤリヤ空調システムズ株式会社　神奈川支店

代表者
新　神奈川支店長　柏木　久志
旧　神奈川支店長　安藤　　訓

◎代表者変更
・東テク株式会社　横浜支店（変更日平成20年4月）
新　横浜支店長　　　　　三田　貴久
旧　執行役員横浜支店長　佐藤　　力

・ホーチキ株式会社　横浜支店（変更日平成20年4月）
新　横浜支店長　佐野　啓治
旧　横浜支店長　高橋　憲夫

◎事業所所在地変更
・三菱樹脂株式会社　関東支社（変更日平成20年2月）
新　〒103-0021

東京都中央区日本橋本石町1－2－2（三菱樹脂ビル）
Tel 03－3279－3448 Fax 03－3279－6740

旧　〒110-8573
東京都台東区台4－19－9
Tel 03－3279－3448 Fax 03－3279－6740

◎電話・ファックス番号変更
・東京電力株式会社　神奈川支店（変更日平成20年2月）
新　Tel 045－394－1000 Fax 045－212－8800
旧　Tel 045－600－1211 Fax 045－600－2645

《正会員》 《賛助会員》

うっとうしい梅雨の季節になりました。会報も第101号の記念すべきスタートと言う事で、表紙も一新し、今後
もさらなる飛躍を目指した会報作りに努力して行きたいと思います。
さて、世界では色々な事が起こっています。ミャンマーのサイクロンや中国四川省の大地震では、多くの犠牲
者を出しました。一重に天災とばかり言えない事もニュースから伝わって来ます。建物の崩壊などが、大きな犠
牲を生む結果になっている様で、本当に痛ましい事です。我々が生活をしている地域も地震大国と言われていま
す。必ず近い将来大きな地震が来ると予測されています。いつ来るか分からない災害に、家庭、職場又地域での
防災活動が必要だと強く感じます。皆様も今一度災害に対する準備、認識を再確認してみては如何でしょうか。
最後に、私どもが働くこの建設業界の景気の状況も未だ回復の兆しが著しい様には思えませんが、会員相互の
結束・情報交換を行い、この現状を打破し、更なる神空衛の飛躍、会員各社の発展を祈り、第101号会報の新たな
スタートとしたいと思います。今後とも宜しくお願い致します。 （T. O）

編 集 後 記
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『全国安全週間』ポスター（2枚）を正会員に配付しました。（安全委員会）
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相模原営業所 〒229-0006  相模原市渕野辺3-20-15 （042）730-6131
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